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当社連結子会社社員の不正行為に関するお知らせ 

 このたび、当社の社内調査により、当社の連結子会社である上海日東光学有限公司（本社：中

華人民共和国・上海市）において、現地の購買担当社員らによる不適切な取引が行われていたこ

とが判明いたしました。当社の連結子会社である上海日東光学有限公司は、当該不適切な取引

に関して社内調査を行うと同時に、現地の弁護士や捜査当局に相談いたしました。その結果、

2020 年１月 13 日付で、不正行為を行った現地社員 2 名が業務上横領等の疑いで逮捕されまし

たことをお知らせします。当社の子会社において、このような事態が生じたことは大変遺憾であり、

関係各位に対してご心配をお掛けいたしますことを深くお詫び申し上げます。当社は、今回の不

正行為が行われた事実を厳粛に受け止め、グループ全社をあげて再発防止及び内部管理体制

の強化に取り組んでまいります。 

1. 不正行為の概要 

上海日東光学有限公司において、副資材の仕入価格が上昇していること等を契機として、社内

調査を実施した結果、購買担当社員が、親族や知人の会社を通じて副資材を不当に高く仕入れ、

当社グループの利益を外部に移転させていることが判明しました。 

2. 連結業績に与える影響について 

現時点で当期及び過去五期間に遡った調査により、損害額を含む費用支出額は、製造に伴う

材料費として連結損益計算書上の売上原価に含めて計上されているため、各対象期間の当社グ

ループの連結決算（IFRS ベース）において、営業損益、当期損益に与える影響は軽微と判断して

おり、過年度及び当期の連結決算の修正は行っておりません。また、当社が既に発表しておりま

す当期の業績予想に影響はありません。なお、現時点では損害額の回収可能性については不明

であります。 

3. 今後の対応について 

今後は、全容解明に向けて捜査当局に全面的に協力し、損害額の回収に努めてまいります。ま

た、外部の専門家を交えた社内調査委員会を設置して、調査を実施し、根本原因の分析と再発

防止に向けた内部管理体制の強化に努めてまいります。現地当局の捜査の進捗等に応じて、当

社の連結業績に重要な影響を及ぼす場合は、その内容が判明次第、速やかにお知らせします。 

以上 


